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本税は，前回に引き続き1963年9月30日～10月11日に

ニュー・デリーで開催された国述FAOの殷産物需給予

測に関するアジア・極束専門家会議 (TheF AO Meet-

ing of Experts on Agricultural Projections)における

経過ならびに肘論内容を議題別に要約，紹介することを

目的としているが，汲後に会議開他地インドの最近の経

済勁向を特に付記としてJJI！えた。

なお，木稿の構成はつぎの通りである。

まえがき

会談の経過内容 ｝ 
人口と経済成長の予測 ［昭和39年

w 甜要予測
1月号に
描載
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予測の首尾一既性と政策作成における役割

今後の作業に対する勧告
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供 給 予 測

舗 精密な供給予測は需要予測よりも困難である点，

見解が一致した。特に増産の技術的可能性，各種投入の

可能な刑加率，改良技術に対する農業者の反応，その他

制度的・組織的要因などに対する煤夫たちの反応を考廊

に入れる必要性が強調された。この問題はきわめて複雑

で，異なる地域における農業生産増大の物理的可能性と

限界に製する低業，潅漑工学，土渡化学などの各専門家

の評価9・i供給予測には不可欠な前提条件である。

1. 供給予測の方法論

紛供給予浪l)の方法の一つは時系列デークに現われた
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過去の趨勢をひきのばすことである。面秘と収批はBl1個

に予測されるぺきである。 ECAFE地域の大部分の国は

純耕地の拡張が限界に近づいているから，漸減煩l；りを示

すノン・リニアの趨勢函数型を適用することが招ましい。

収祉にはil所増傾向を示す雨数型をフィットさせるべきで

ある。しかし趨努外柿の方法は過去の経験からみて改良

技術の採用に対する具民の反応がおそい時はきわめて有

用だが，投入とその実際の利用度との間のギャップを考

廊できない弱点をもち，一般に過少評価の傾向をもつ。

また外挿方法は一•国の総体的水郡にフィットさせると媒

なる各地方の変化する状態を十分に考應できない。した

がつて，各地方別（たとえば州別）の趨勢の外挿を用い

れば，この限界をかなりさけることができよう。しかし

この作業に必要な統計データははなはだ不十分である。

甜 計画経済において適切なもう一つの手法は，農梁

者がそれを十分に利用するものとして，生産目様の逹成

に必要な各種投入飛を考成に入れることである。これに

ほまず投入産出係数を確定することであり， したがって

各種投入の収．ttに与える効果を測定することである。低

開発詔国においては今まで投入の利用疫が非常に低かっ

たので，多元回帰方程式をフィットさせて各柿投入効果

の訊l]定に時系列アプローチを適用することはあ士りみ

るべき成果がえられないと考えられる。

説明変数問の相関疫が悪く，複線型関述 (multi-collinc・

ar~ty) が存在する可能性はきわめて多い。したがって指

棟は一般的にクロス・セクションデータにより推tl• され

る。しかし実験農楊からえられたデータは濶整を加えな

くては一国全体に適用できないので，データは任慈抽出

の耕作者農地における実験や調壺から前接推計されるこ

とが多い。

糾 この湯合の主な困雉は，各種投入liりの相互作用を

考應に入れて合成指探を推計することであり，この分野

における技術の改苦が特に強く要毀された。

ECAFE地域における大部分の国では窒素肥料の果

たす戦略的役割がごく重要であるので，窒素肥料使用批

の変化に対する収趾の反応に特に注目する必要がある。

これらの諸国における指椋の差屎は厳密に分析されるべ

きで，これは指標の改善に大きく役立つ。

納 このような投入産出係数の決定は工業からの投入

に対する良業の需要を推計するために重要である。もし

総体的なレオンチェフ型の投入産出マトリックスがEC

AFE諸国について作成できるなら問題はないが，もし

これができなければ， もっと節i和なマトリックスを使用
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すればよい。このマトリックスは必要最小限の部門別化

（農業，腿業投入を行なう工業，製造業など）をもち，

各種の提産物の投入を示すものであればよい。しかし投

入産出係数は技術進歩により変化するので投入産出関

係を定期的に再評価をする必要がある。

紺農樹作物の予測については，樹齢別，種類別構

成，エステートと小規模経営などの袢細な知識は正確な

予測に不可欠な条件なので，このために調査を強化する

ことが急務である。この種の謂究は，肥料，殺虫剤の使

月予想條，農樹の保全状態などの 1農樹当たり収iii:!,：：影

薯を与える主要丙の分析に役立つであろう。

現存の農樹数，構成がわかれば，予測期問が生産可能

期問以上にわたらぬかぎり，滞在生産力のかなり正確な

推計ができる。この場合，既存の農樹構成に依存する楷

在生産力と将来の政策や移畝，保全，肥料・殺虫剤の逝

胤樹液採染率などの効果による市場状態とは明確に1裟

別する必淡がある。予測JりIif]が生産能力JOjr,りをこえる場

合，予測は明らかに政策により影曹される新規の植樹率

に基づいて行なわれよう。この稲の政策は予想術要を参

がこして，現在の農樹の生産予測に恭づいて作成さ，れる

ペきである。

伺 ECAFE地域の各国でとられた方法…•••FAO

の1970年の供給予測では，「低目の所得」の仮定におい

ては而絞と収批の過去の実絞趨勢の外抑I•こ基づき，「高

目の所得」の仮定においては大体，国家計画の総体的お

よび部門別成長 1封探に甚づいている。いずれの場合にも

総体的首尾一貫性は食況パランス表によってつくられた

単純な長方形機構によりえられる。

鈴 ECAFE地域において，レオンチェフ・マトリ

ックスにより農産物の需給予測が行なわれている唯一の

国はフィリヒ゜ンである。この研究では39個の産業のスケ

ア・マトリックスが基準年次について作成されている。

また人口，所得弾性値，愉入支払能力などに砧．づいて予

測された消股に対する最終儒英を用いて，各生産物の最

終用途と中間用途に対する総術要が各商品について推計

された。こうしてから生産の可能性は予測甜要に見あう

ように考應され，両者に差異がある場合は，相対価格が

総予測と盤要予測を調和させるために用いられた。

匈 日本では此粟生産の予測には1950~60年の時系列

データからフィットさせたノン・リニア趨勢線の外師に

ょってえた面稲と収痕の指標に基づき，またさらに各対'

象商品に関する収益性と技術進歩を考應に入れてなされ
ト
...oこの供給予測は需淡と独立的に行なわれたが，各商

品の紺婆水準の漸次的変化に対する此業者の反応を反映

した同様な趨勢に一致するものであっ、た。

g,;：痰と供給予測問のギャップは生産，価格，ィンペン

トリィの変化，貿易政策により調盛された。枇業部門人

ロの変動，此地}i位の変化，予測に含まれている下部構

造の強化なども考感され，品業基本法下の長期農業政策

にフィットさせた。

t9 日本はまた投入産出表を1951,1953, 1955の各年

次について作成し， 1960年の分も作成中である。 1955年

の投入旅出表に甚づき，股林省が此業部門の詳細な投入

産出表を用慈したことが注目された5日本政府は現在，

これらの投入産出表と I~民所得統計阻］の差災を， 1960年

の国民所得統計を1960年の投入産出表の作成過程におい

て改訂することにより，濶整せんとしている。これらの

投入産出表の時系列から技術係数の変化の趨勢を推計す

る試みもなされている。

~il) NCAERのプロジェクションでは，各商品の収

サ：の予測のために，各種の投入によって生じた付加生産

の指標を用いた。収批の予測には投入の農業者による利

用度が十分考應され，またプラント保設が収位に与える

効果も考成された。面釈の予測には，耕作可能地と毛作

の拡張を考廊に入れた。 NCAERの基本的アプローチ

は「在郎変動なし」と仮定して，各商品別面梢，収飛の

独立した予測値により推計された生産に等しくなるよう

に供給の予測をする方法である。

紛 ィンド食糧股業省が国家経済計画下における生産

目様を確定するために予測をしているが，これは「生産

の湘在力」の分析に基づいている。このアプローチはあ

る程度まで，面稲と収飛の別個の予測に従う必要性がな

くなるであろう。もし計画者が農菜生産に必産な各種の

投入のうち，大・小規模潅漑事業，士猿保全，土地開拓

肥料，改良種子などの入手可能額を確定すれば，これが

各商品の生産に投入されるものと仮定できる。任意拙出

耕作者の農地で行なわれた実験からとれたデータによ

り，個々の投入要因I•こよる食糧の付加生産浴在力が計測

でき，さらにもし基準水準の生産が決定されれば，所与

の期問に各種の投入要素の入手と利用により生まれる生

産総額を示すこともできる。以上の方法は食糧農業省I•こ

より提示されたが，これは実用上の利点はあるが理論的

・統計的利点ももっていると思われる。

このアプローチをもっと現実的にするために，土地の

使用， 1乍付面放，潅漑面戟，肥料，種子などについて個

々にパランス表を作成中である。このパランス表を用い
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れば，怖猥地，非潅泄地についてまたこのうちさらに改

良種子と肥料使用地について別個の指探を適用できる。

鉛 インドの計画委員会と IS Iは，総作付而赦と洵

漑面甜の成長，淮漑の普及による作物型態の変化，降雨

地楷と土撰地幣9JIlに生産目椋達成に要するその他の投入

必要額を予測せんとしている。また農業の供給行為をも

っとよく知るために，計画委員会は過去10年[iりに各地域

の製業生旅の削大に寄与した各稲要困の分析もしてい

る。

糾 バキスタンでも生産予測は以上と同様な方法で行

なわれた。作付される付加而苗と主な湘漑計画の効果が

別個に分析され，また各ブロジェクトにおける作物型態

は，隣接地域の作物型態や予想される価格変化から生ず

ると思われる生産調椛を考廊に入れて別個に分析され

た。また小規校洵漑の効果も考廊に入れられた。同様に

して，すでに耕作されている土地の改良による生産妍加

は，湘漑， IH珈，千僻l•両がある地域の作物形態の分析

により推計された。

肥料による生産のJ性加は，（a）国の各地に設囮されてい

るAgriculturalResearch Stationによる実験と，（b)耕

作者の品地で行なわれた実験，（C）一国の各地の耕作者に

関するクロス・セクション分析などに裁づいている。ィ

ンドの計画委員会はこれらの衰料によって，第2次 5カ

年計画紺l.!h1中の生産削加の予測を確定するために， Jlt位

而戟当たり窒素肥料の必要J.itを決定した。肥料が大規梃

に使用された場合に生ずる実際の削加はおそらく i蒻業実

験所における実験や調在により示されるものよりも少な

いであろう。またプラント保淡や改良種子から生ずると

思われる生産堺加を分析するためにも同様な方法が使わ

れた。

箇 セイロンは1958年に経済開発10カ年計画を発表

し，最近，この短期遂行計画に箔手しだした。 2大楡／i:I
・作物（茶とゴム）の供給予測は各樹齢別面稲，耕地保有

高に各品目の予想収批（研究機関の実験デークに姑づく）

を乗じて得た苗のタイプの予測に基づいている。

もみの供給予測は主に各種の入柏計画 (Colonization

Schemes)下の而狐肥料の増加，改良種子の面租の予

想増加に茄づいてなされた。この分析には各投入要素に

関する過去の経験が大いに利用された。

箇予梱Iに使われた技術的方法を綿密に再検討した結

果， レオンチェフ投入産出モデルが非常に有用な手法で

あることが確認された。この手法は各品目の生産の成長

を農業全部門の最終・中問梢股の成長に調照させ，総体

IOO 

的経済成長の樅造内部におけるコンシステンシイを確保

するためにも有用である。しかし供給の絆細な予illlti,

一つの作物の供給に影懸するすぺての要因と技術係数の

変化の可能性に関するもっと詳細な知識を利用するため

に行なわれる必要がある。このアプローチに対する限昇

は各稲の投入要紫の結合に対する反応を示す複合係数に

関する十分なデータがないことである。

各種の投入・産出の時系列データから多元回帰方程式

を推計することはむずかしいので，条件回帰方程式はク

ロス・セクションのデータから符出されたパラメークー

を使って検証された。条件回帰を用いる制疫の利点は多

くの投入要素の結令効果が推計できる可能性にあるのみ

ならず，適当に作成し・た変数を用いて非計姐：的要素の効

果を近似推計しうる可能性にもある。 ~I；計欣的変数の効

果を測定するために推奨されたもう一つの方法はこれら

の要肉のデークを階陪}Jlj化し， Convnrianccanalysisを

適用することである。

2. 供給予測の政策的意義ー政策に対する有用性

節 供給予測の中には生産哨大等が含まれている。っ

まり，，生産の計画水準の逹成は，政策者が投入供給を増

大し，拡張，勧告，侶用，市場（マーケッティング）な

どに必要な機構を創出するための具体的な魯l•両を遂行す

ることにかかっている。供給予洞と政策との哉本的関係

からはなれて政策と予測との問の相互作用が各種の段階

で作用することが認められる。たとえば，各品月の生産

ゃ1輝機能またその生産を削大させる手段に関する必要

なデークがあれば，経済分析者は汲小限の狡豚コストの

結合により望ましい成果を生み1}｝す方策を示すことがで

きよう。

斡 ECAFEのFAO, Agricultural Divisionは投入・

産出関係の比較研究と ECAFE地域の数力国における農

業の1籾用構造に関する報告を提出した。これにより収飛

がより高い賭国は各投入についてもより祖jいjJ阻出をうる

のみならず，単位当たり投入111Jflについてもより高い収

益をうることが確認された。

このことは国際比較で示され，また先進国の時系列デ

ークにより説明される。

もう一つの典味ある事実は施出価格に関述する投入価

格の指数は加速度的工業化とともに迎減し，それは初期

の段階ではより急速であることである。上記報告掛によ

ると，農粟発展に好都合なこの価格関係のトレンドは後

進国においても，そのエ梁化への努力が熟するにつれて

生ずるものと思われる。
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園政府が，生産に彩1根を与える価格メカニズムによ

り？楡出可能t恥に応じた愉出作物の生産規制や杖事の栄

投型態における望ましい変化などのような国家計画のよ

り広範な目的を逹成するために投入を補助することによ

り生産に大きな影勝を与えることができる。

供給予測には各品目に対する政策の価格政策を考！紙に

入れるべきことが指摘された。あるいはまた明確な政策

がまだ採用されていない場合には施行される可能性のあ

る政策がうちだす方向を念頭に入れなくてはならない。

また，われわれは価格変化に関する幾多の仮定に茄づい

て二者択ー（lり供給予測をすることができるが，これはあ

る程度まで政策者に対する指針として役立ちうるである

う。

囮 H本の経験によると，政府による米の(illi格保証は

米作をごく布利なものとし）その結果，妓類中心主義か

ら畜産品，果物のウエイトが浙哨するような戯業生産へ

の転換は腿業生産の必）VJ予測で示唆されたような成長率

ではおこらなかった。

切）相対価格の変化により，典梁者が他の作物にj(jj椒

を記分するような反応は他の諸固でもある。これは農産

物の供給調粧には効果的価格政策が有効であることを示

している。

悦予測が政策に役立・らうるもう一つの方法は所得成

長，屈用，愉出の極大化などの諸IMIりの二者択ーの、意義

やこれらの諸目的の結合の慈義を各品産物の術要とその

極,J潰用計画という形ではじき出すことである。このよ

うな作業は予測期間に追求さるぺき語目的選択甚iりiを与

える。

僻人口圧力と労拗力の刷大が土地保有高とその所有

型態に与える影態に関するインドと日本の研究に注目が

集まった。供給予測を面梢と収品に基づいてする場合，各

ケースについて土地所有高の構成が単位醗'tと1人当た

り生産性に与えるインパクトを十分考磁すぺきである。

怜過去における供給行捌）の綿密な分析をやればー一

これは予測作業に必要な第 1段階であるが一一批業者の

相対価格やかれらが改良技術の利用や投入の増1)11率に影

樽する諸要因に対する反応を分析できる。この経験は政

筑者が生産性と生産のトレンドを塑ましい方向に変える

もっと効果的な手段をとる決断をする楊合に非常に有用

である。

VI 貿易予測

僻貿易は国内生産と有効甜痰I紺のパランスであり，

したがって稲出（または翰入）は両者のパランスとして

予測される場合が多い。しかしこの種パランス・アプロ

ーチしまつぎの二つの理由により諏大な限界をもつ。すtょ

わち，外貨事俯により楡入制限国が多いこと。また帷出

. ~'J:．低界市場の倫入能力と貿易制限に大きく依存している

ことである。

したがって，一般に外国貿易予測は困111'il1i要や（価格と

は別個に独立して， しかも国内術要，価格，外固貿易な

どの予測を調整しうる・コンシステンシイをもって行なわ

れるべきである。この調賂過程においては，ある戦略的

商品の自給自足や屈梁労拗のより完全な利用といったよ

うな政策目的によって誅せられた制限内における生産と

楡出の各種の組み合わせの比較桜位に適切なウエイトが

与えられるべきである。

向 マクロ・モデルは楡入総額の許容しうる水針但とか

各部1’']による§裔出の必要水準などに大ざっばな指探を与

えることができる。しかし股業計画に必要な致易予測は

詳細な商品ペースに基づい:-cなされるぺきである。

(i1) かかる分析のためには主要愉ll.1入l乱を選出した他

界貿易マトリックスが必要である。かかるマトリックス

は現在まだないが若干の国際機関がこの作成に従事して

いる（注 1)。

かかるマトリックスの時系列的分析は各国の貿易型態

の過去の変化に関する有益なfiIf報を提供できる。全肱界

貿易マトリックスは予測できないが，若：：l••(J）主要要因の

予測，特に高所得困における非競争的烈滞舷商品に対す

る愉入揺要はかなり正確に予測できる。その上，各輸出

国における生能jf1大計匝に関する十分な梢報があれば，

批昇供給の将来の附大をも示すことができるであろう。

以上，二つの箭報を考廊に入れれば，各国は貿易政策

を以前よりももっと確実な茄徒の上にうちtこすことがで

きよう。

僻枇界貿易市場に流通している商品の柑対価格は明

確な過去のトレンドを示し，このために原則とし"F,外

国貿易の予測は予測期間を通じて一般化していると想定

される価格水計しに函づいて行なわれるべきである点，各

代表の見解の一致をみた。これにはつぎの三つの基本的

理由がある。すなわち，（1）外国貿易予測の主目的は，特

定国の予測期間を通じての外貨必要茄のうち輸出により

見あうと思われる部分を決定することである，（2）外国貿

易が経済の重要部門である諸固では，貿易の変化は突質

限民所得に強い影愕を与えること，（3）舟裔Ili入の相対価格

の変化は国内資源配分に重要な臨義をもつこと。—一士以

IOI 
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上である。

伺 ・批界貿易市場に流通する商品の相対価格の予測に

生ずる困難が特に強調された。しかし世界の術給パラン

ス，批産物と非屈産物に影密する技術の将来のトレンド

の綿密なる分析は，多くの場合，これらの商品の相対価

格の動く方向を示すものと思われる。

箇 この詳細な研究はこの地域の多くの諸函では狡料

の制約によりまだできない。したがって，国際機関は世

界全体にわたる詳細な商品分析を引き受け，また各国の

貿易目探にとりくみ，その調整のための逆切な討論の場

を提供するに必要がある。

（注 1) アジア経済研究所最JVJ成・」む調正室では，そ

の後，完全な形での貿易マトリックスではないが，国

述統計，共臨既統計を使月lした29x29元の貿易マトリ

ックスを作成，レオンティニフ・モデルの逆行列表に込し

づく貿易予測を行なった。最終盆要として，北アメリ

ヵ， EEC, および日木の1970年絵入額をJifいた (1970

年翰入額は長期成長調在室の推計にt、炉づく）。

コンシステンレ・f

VII 予測の首尾一賀性と政策作成におけ

る役割

訓 本会議では計画目撰と予測値との染が，特に問題

としてとりあげられた。予測は経済成長の目的逹成に対

する重大な廓害を示し，これを克服するために政策者に

対しての二者択ー的方策を示唆することを目的とする。

他方，計画はある政策決定を反映した一組の首尾一質し

た予測からなりたっている。

紛 したがって，予机lI作業に必要なことは， i瑚品レペル

での術要・供給間のコンシステンシイと詳細な荊品予測

と部門別予測との問のコンシステンシイの分析である。

商品レペルでのコンシステンシイの分析は一般に商品

パランス表のフレームワークにおいて行なわれる。

商品予測と総体的予測との問のコンシステンシイの分

析は国民経済計算全体のフレームツークにおいて一ーも

しこれができないなら投入産出マトリックスを用いて一

ーなされなくてはならない。

この総体分析は部門予測に用いられる主要な尺胆—

特に粗股業生産，農業により行なわれた投入の価値，農

業の付加価値， 1人当たり幽業所得などの推計値ーーを

捉供する必要がある。

~A1 もしコンシステンシイがない場合は緑返し法の過

程によりコンシステンシイがえられるように，筋品予測

が行なわれた甚部に茄づいて主要な変数を調幣する必要

がある。

102 

特殊商品の術給予測は一般に，第 1段階Cば「柑対価

格に変化なし」と仮定して行なわれる。もしこのように

して予測された生産が国際貿易の見通しとコンシステン

シイがないと思われる場合は均衡に致追しうる方法を研

究する必要がある。っ・まり，まず第 1にilli格変化により

甜給の濶賂をすることである。

紛 かくして本FAO会議はコンシステンシイの欠如

の分析とその解決策が政策者に布益な梢報を提供する各

種の分野をつぎのように考えた。

（ll,） 栄祖政策の設I荏
箇食紐術要と栄投に関するエコノメトリックスの予

測技術は，視在，特殊なI剖の食事内容におこりがらな栄

沿上の欠陥を指摘し，ある政策がこの欠陥を除くことを

明示しうるだけ進歩している。

(b) 脳産物の速出とその生舷拡大iil・画の；没li，t

箇 予測は食稲消股の目探，輸出の見通し，投入必要

額とその入手可能額などに茄づいて，物と人間の両者を

含む主要投資が染中されるぺき特定商品を指摘できる。

またエコノメトリックス分析は詳細な謀業経済分析とと

もに，生産が一つの商品から他の商品にいかなる方法

で，シフトできるか，またシフトするべきかを指摘でき

る。

(c) 農業部1"] と非股棠部門の成•長パランスを改普する

政策

岡 各種の予illlt、J:.，もし固Lも経済計算のフレームワー

クの中に統一されれば，農業部門と非品業部門問の調整

r:!l題に焦点を集中できる。

各種の投入に対する股梁生産の反応について，もっと

詳細に理解する必要があり，この知識なくしては経済全

体における投沢の合理的配分は不可能である。

(d) 各国貿易政策閲和の甚本的条件

斡 '1!!:!Jトの製産物貿易における不満足な視状を説叫す

る理Illの一つは，世界的レペルからみた各国貿易I]探の

間におけるインコンシステンシイである。

枇界貿易予測のより組織的研究は国家賀易政策の調和

改善の前提条件である。 1964年春に予定されている国述

貿易l)fi発会議 (U.N. Co1uerence on Trnde and De• 

velopment)はこの点での国際協力に新しい道をl}fl＜で

あろう。

VIII 今後の作業に対する勧告

箇 今回のFAO会議の討論から生まれた主な代l}告は

つぎの通りである。
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］． 基礎データの改善について

り 予測分析用の甚艇デークの正確性とカウ會ァレッジ

の改善の必要性がつぎの 3点を中心として強調された。

(i) 支出額と消費茄；の両者を記録する消伐潤社())

椎進と都市・股村人i:.1の区分化

(ii) 個人股地の生産既に関する調在，股樹作物(tree-

crop)の詳細な濶在（特に樹齢構成と稲類について）

(iii) 総体的国民経済勘定のフレームツーク l}、rco)』＆

粟部門勘定の推計およびその改密

2. 孵要と生産分析

(ll) 低開発諸国ではII寺系列分析の利用には限界が大き

ぃので，困要，生産分析にはクロス・セクション分析に

努力を集中するべきである。

紛比校（内類似している経済状態においては消伐者行

動にも類似性があるので， ECAFE地域の各国[H]の俯

報をもって戟極的に交換するよう勧告がなされた。また

FAO事務局が方法論上の問題点を調査し，多くの諸国

についてえられた成果を再検討している製産物(J)i稲要分

析と予測t4OOする報告を公表する計画には多くの期待が

よせられた。

この報告由は栄曲必要抗と低淵発固の食事のバクーン

をもって急速に改苦するためにとりうる方策の検討をも

ふくんでいる。

紺生産に関しては原材料投入，価格インセンティプ，

借地植農業信用，此地開拓などの広範問の経済・社会

的諸要因の問の補完性を十分に考1俎して，投入に対する

供給の反応をもっと研究する必要がある。この種の調在

研究はできるだけ相対的に同質の股染地域について行な

われるぺきである。

またFAOに対しては今回各代表から報告された成果

の比較とともにこの分野でなされた各種の分析について

再検討とコメントを行なうよう勧告がなされた。

3.予測

斡予測の二者択ー的組み合せしま，二者択ー的政策仮

定の選択と結合に基づいて行なわれるべきである。これ

は需要，生産，貿易，所得，人口といった主要な説明変数

に特殊な政策があたえる影孵に関するいっそうの調査研

究と各種の政策r口りのコンシステンシィをテストするため

の手法をもっと完全なものに発展させる必要がある。こ

れに関連して，（1）農業部門の特性を十分考砥に入れた適

切なタイプの投入産出マトリックスを発展させること，

(2)農業の発展と農業以外の経済部門の発展との関述を明

確に示す部l"Jモデルを発展させることが特に重要であ

る。したがっ―CECAFE本部がこの問題についていっ

そうの研究をすすめる計画であることに大きな期待がよ

せられた。

岱小さい国が｛卵lJ的に現史的な稲出入目採を設定す

ることはきわめて困難なので，国際機関により世界的な

商品見通しの分析をすることが重要である。

FAOが「1970年の股産物箭給予測」に引き続き，

1975年の予測を行なうという計画は特に各代表の関心を

よんだ。 FAOがこの新しい1975年の予測でしようとし

ている改善点は各国政府のいっそうの協力を必要とする

ものであるので， ECAFE地域の各国にこの協力を最

大限に促進するよう要諮が行なわれた。また新設の国辿

の経済予測センクーがこの分野で果たす兵献に期待がよ

せられた。

oo 経済予測分析tまたえず再検討されること，そして

新しいtt}報が入手できしだい，定期的！•こ改訂されるぺき

こと，特に仮定条件の修正に注立を、怠らぬことが必要で

ある。

紛 最後に，政府に経済計画の効果的手段を捉出する

ために経済予測の専門家たちは政策者と密接な関係をも

って作業をするべきことが独潤された。

IX 本会鏃の印象

(1) 先秘 (1月号）の II「会議の経過内容」において

すでにのぺたように本会議は異例といわれたほど，きつ

い体力を要する会議であっ・た。

(2) 参加代表者の多い地元のインドは，政府の計画委

蚊会，腹務省中央統計局，公私の研究機関などのI｛要人
物たちがいずれもt1位経済学や数理統計学の専門家であ

ること，また政府，民間をとわず出世するためにはその

関係分野の1敷士号をもつ学敢経験者か IAS （高文）試

験をバスした秀オであることが条件であるだけに，役人

も研究者も同様に理論的手法の展叫とその披t店に梢力を

集中する傾向が強くみられた。他面，日本，アメリカ，

FAO, ECAFEのほう心理論的手法に平行し，ぁ

るいはそれ以上に，その手法を用いた結果としてでた説

明変数や，パラメーターを含む予測値の具体的提示と，

その検討を中心とした点は対照的であった。

アジア経済研究所長期成長調査室の報告では技術的方

法論とともに，それに甚づいてえられた主要な指探，変

数，バラメーターの推計値が具体的にだされていた点は

強味で注目をうけ，実際の予測作業を通じてえた経験に

甚づいた問題点指摘t謡汲論ずきのインド専門家たちから

IO3 
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も謹聴をうることができた。

(3) 国際郷台用語学力習得の必要性•…•4卦際会議(J) フ
ォーラムでは語学力（今回は英語）が決定的要囚である

ことはいうまでもないが，この点，第 2 次大戦〖［後の占

領時代を除き，脳史的に独立風支配国として外国語に

接してきた日本人にとってはいつも決定的ハンディキャ

ップと思われる。何年か外国に留学し，外国語で教育を

うけてきても，国際会議での討論では大学ゼミナールな

どで用いる表現力，表現方法とはかなり災なる別の抜術

を要し，これほ結局，国際会議という実際の襄庚Illl券負で

何回もきたえられなくては体得がむずかしいことを感じ

た。ことに長い時代にわたるイギリス統治の実力の結果，

英語の下手なものほ軽侮され， 111！止コースからはずされ

るケースが多いインドその他のECAFE語国の国柄か

らみても，われわれがより効果的に国際活動をすすめる

ためには，語学的水準をもっと「国際錦台むきのもの」

に邸める必要性が痛感される。

本会議でも「日本側は発言盈では他国の代表より少な

いが，その内容はいずれもきわめて有益なエッセンス

だ」というコメントがあったが， とにかく固際会、儀にお

いては「沈黙は金なり」の格言が地mしないことはいう

までもない点，銘記すべきであるう。この点において，

喜多村栂士(ECAFE)，山下似jt官(FAO)．叫{i所

長（経済企画庁）の方々は長年， 1国際郷台できたえぬか

れた一流の専門家だけに，その堂々たる態脱，弁論l峨容

は他を圧し，初心者である僚者は多くのものを教えられ

たしだいである。

(4) 経済分析の技術如＂隊に対する国際的砧凍と期待

••…•本会議においては各関係機関から「経済分析技術専

門家 (TechnicalExperts for Economic Analysis)」に対

する協力要諮があった。これはECAFE, FAOなど

の国辿機関のみならず，計画経済下にある低1開発語国関

係機関が等しく要諮するところで，各固関係機関の優秀

な経済分析の技術尊門家がプランニングの作成その他に

おいて国述機関および各国政府機関と技術協力をすると

いうことである。ここでいう経済技術窮1'『j家とはいわゆ

る国別専門家ではなく，たとえば産業部門別専門家や経

済統計専門家で分析技術は計枇分析が主体であるが，こ

れは現在の経済計画上の技術がエコノメトリックスの手

法をベースとしている点， しかしこの手法にしま投入デー

クの欠陥とあいまってまだ改善するぺさl目迎点が残され

ており，この解決は今後多くの実験分析を重ねていかね

ばならないこととこの要諮に見合う経済専l"J家の供給が
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少ない現状を考えれば当然な要訥と思われる。

しかし，この要諮からすぐ，従来，日本で行なわれて

いる地域別・国別専門研究の正（要性が少ないと考えるの

は誤りで部f'’J別分析と地域研究とは本来強く相関するべ

き性質のものであり，また両者の結合なくしては一困の

正確な経済分析は不可能であるう。ただ経済分析の技術

的プレインに対する国際機関や Developingcountric:;の

宙要が加速度（内に強まっているが，この種の技術専1"）家
の供給数がまだW,}変以下であることは否定できぬ:!/I：災

で，このような機関との協力関係にてプロジェクトをく、

む場合，十分認識を深める必要があるう。

《付記》 インド経済の動向

1. FAO会議終了後，箪者はインドの中央政1(・f計画

委員会，股務省をはじめ各州政府の主な経済計画担当機

関，研究機関を巡訪してインド経済の尖状を調在する機

会をえた。 1960年4月～62年5月のhif印後， ］年半をお

いての再訪であり，わずか 1カ月あまり，会議jUl1ii]を除

くと20日程の超スビードのインド巡Inlであった。かつて

(•ま哀袋と毛布をひきずり，酷秒と空版に耐え，鉄の：1.J：志，

はがねの決邸をふるいおこして耐えつづけた，ほこりま

みれの汽車やパス旅行，股村調在生活などに比ぺるとあ

まりにスピーディな梢緒の少ないビジネスのみの旅行で

あった。それでも，かつてのノスク）レジアを息い初かせ

るには十分で地上ではあれ程きびしく感じた現尖のイン

ドが汚れのない服をきて， 8珈版感で， i沿空をとぷ機上か

ら見下すと，この上なく美しいパラダイスにみえること

を改めてしることもできた。しかし一殷，地上に降り立

ち，現実のインド経済をi紅視すると，わたくしの淡い感

似を一瞬9こして冷却せしめるに十分な材料がいくらでも

みられた。まず 1年半の間に物{ili騰・itとともに国民生活

がいっそうきびしくなったことである。ィンドは経済計

画実級の不振に加え，中印国様事件以来の緊、急動員とい

う過酷な試錬の述続に対決している。街の各所には・・炎話

と現地語で忠かれた国民の士気と決態高拐のボスクーが

はられていた。そしてどの州政府をまわっても， 1切猾i)J

倍増計画にもかかわらずインドの第 3次5カ年計画に災

質的変更なしとの弥い決慈がのべられた。しかし役所以

外での一般的見解は経済状態の悪化と大衆梢毀者家計に

対する哨大する圧迫と経済計画の不振に対する熊念の慈

にみちたものであった。

2. ちょうど計画委員会による “TheThird Plan 

Mid-Term Appraisal (November 11, 196:~)”' の大要が

新聞に報道されたII炉である。「自力経済」を認する第
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鐸 砕 暉｝揺 (1949/50年＝100)

年次 l1957/ 1958/1 1959/-19切／11961/ i962/ 
• -. 58 1 59. ．60! -61 : 62 l --63_ 

米， 105.7/12'7.6 126.2; 136.21139.o: 127.9 

小及 lll8.51 147.4 152.8 162.7 178.3| 164.9 

全穀 約！ 110.l|．129.8．ー・1五：9｛13-6.6伍o.o¥~33-.o 

i-i.I 103.0| ］36.o! 127.9| 135.6| 137.51 131.3 ”:i.! 10;.2!g。::]五．9l―．色・-6|戸．吋五戸
（全 1¥i，r[！ 2.l.1_1-5..9| ［翌翌竺．叫！翌•-7| ．竺·！じ豆.8
1段階と彩えられている第3次5カ年計画 (1961/62~

65/66年）では股業生逝30%，エ梁生痙70%，国民所得

30%, l人当たり固民所得70％といずれも大輻な上昇を

計画していたが，今回の報告孔Fはこのいずれの目探も迷

成できないことをリ］示した。つまり現実において， 1961

/62年および62/63年の 2年IMJの経祈成長率はそれぞれ

2.5％で計画の半分以下で， 1人当たり所得の成長は人

ロ増率年平均 2.4％以上で相殺され，同Jりj|611、こ横ばいも

しくは低下したおそれさえあると推計されている。この

経済成長不振の根本的要囚は農業生産の不振にあるが，

これはインドが経済の主力を批棠に依存している農業i祖l

である以上当然である。此菜生並の計画成長率年5~6

％に対して， 1961/62年にはわずか I%, 1962/63：年に

はマイナス 3％以上で第2次5カ年計画の最終年次1960

/61年よりも大分低い。この年次には米，小麦，ジュー

ト， hllll託種災，砂朝など主要股照物はいずれも大l卜iiiに減

産しft根生産は天候に、＇↓（まれた 1960/61年の約7969.1万

トンに対し， 1901/62年には約7974.l万トンで，だいた

い横ばい， 1962/63年には大きく減産し，約7750.7万ト

ンにおちた。 1963/64年も引き続き生産不振が見込まれ，

第3次5カ年計画の最大目探の一つである 1965/66年に

おける食糧生脱1£紋トン一―ー食糧自給自足＿の逹成は

到底実現しがたいことが再認識された。これは批業国と

いう現実にもかかわらず不安定な「此棠」をもち， 1紺性

的食糧不足により人口の大半は飢餓状態にあると推定さ

れているインドにとってはきわめて深刻な問題である

（インドの栄設水討印は現在，全国平均1800~1900カロリ

ー，臭村では 1400~1600カロリーと推定されている）。

楡入総額中，食屈愉入額のしめる隕合が高く貿品収支悪

化の重大な要！＆となっており，食祝価格の上昇を主困と

するインフレ圧力とともに工業化の促進をたえず阻害し

ている。ィンドのエ棠化は此菜余剰の削大なくしては不

可能で，事実，先進工梁諸国の多くは裔殷に発逹した促

業をもつl:i-i1である。

ィンド股業生旅の不振はもちるん天餃上の埋lllだけで

なく計画の進行FL体が不糊足である。新殷架技術，改良

種：：f・，洵漑設iiijの拡充と：普及，肥料不足などのIhl題はエ

梁ili1登の不振，外貨不足による設（iiii愉入減などの）甜(1i(!勺

翡(|＆が指摘されているが，結局はすべて第 1次5カ年計

画以米，インド股業経済発展の戦略としてかかげてきた

)]駐村託済社会構澁改JIr．政策すなわらー・述の「土地改革政

策」の不成功に帰せられるも())である。ただl1iiiーの希紐

として指摘されうる点は，貶業発J艮へ0) もう一•つの戦略

として行なわれてきた「提村開発計画」により協同組合

をペースとした此村プロック化が進展し，；との数が著附

してきたことであるう。もし「土地改革が今後成功裡に

進められると仮定すれば」この典村プロックしま農業狩本

の形成と楷在失業の吸収化に漸進し， E赳梁者のハンセン

ティブ創出に寄与し，さらに土地改革政策の最終段階で

ある小規校耕作単位の自発的グ）レープ化である協同此営

の拡充l•こ役立つであるう。

3. 農業生座のJfPJI；りは国内価格水準と困民生活水準に

決定的インパクトをもっている。

総合卸光物価指数は第2次5カ年計画jUJ中に30％もn脊
殺したが， 1960/61年の幾（乍により 1961/62年には約3.6

%―ド格した。しかし翌年の不作により1962年には逆に 3

％上昇•し， 1963年 4 月～ 9 月には 8 ％以上も急脱した。

これは大部分，食根価格の上外によるものである。第 3

次5カ年計画開始以来の物（川i上昇は激しく， 1961/62年

~63年9月までの 2年半に約7％上昇している。これは

国民生活 (1人当たり平均所得は横ばいもしくは低下）

を圧迫するとともに，計画の投入・座出関係を悪化さ

せ，予定した投衰が行なわれても国民所得，炭工業生座

指数はそれに郡じて上昇していない。また政府の各計画

におけるコスト計鍔を大きく狂わせてきているのが現状

である。

4. 経済成長不振の根本原1乱は品梁生座の不振である

が，工業生肱もまた不振である。第 3次5カ年計画で乱！

定されている年率11％のエ菜生産も1961/62年に6.5%,

1962/63年， 8.0％にとどまった。沢本財産業，原材料生

産は比較的成長率が大きいが，それでも計画目様にはと

どかなかった。深刻な事実は，鉄鎖業，軽金属業，重化

学工梁，肥料などの払幹産架部l"Jが計画lj探を追成でき

ないことである。現在までのこのギャップは 1963/64~

65/66年までの残余期間にとりかえす見込みはなく，し

たがって，•第 4 次 5 カ年計画も計画されている水祁より
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もずっと低い贅本財， 1:J:1rdl財の供給力から1.li発しなくて

はならないであるう。

しかし，以上の事俯からすぐィ・ンドの経済計画を失敗

として）ヤづけるよりも，計画tl椋自体が現実からみれば

ごく悩目の理想的なものであり，その達成は蔽も、了はまれ

た諸条件下においてのみ可能と思われるものであるか

ら，述成率だけでインドの長期的経済成長力を筒i社に断

ずることはできない。

5. インドの食糧自給力の追成・・・・・・紙面iの都合上，毀

易収支，財政などの蛍要問題を省略せざるをえないが，

最後に，インド経済の浮沈をにぎる食糧自給力の見通し

にふれておきたい。すでに(/)ぺた通り，第3次5カ年計

画終了年次(1965/66年）までに計画されている食粗（全穀

煩＋豆預）の自給自足は歪ll)J.磁災視しがたいであるう。で

は1ii]題はインドの食糧自給力はいつ達成しうるのかとい

うことである。この予測分析はもちろう，各稲の仮定条

件に基づいてなすほか方法がないが，滉在入手しうるデ

ータと適JTJしうる予測技術に基づいて分析を繰り返す

と，インドの全穀頻総生産と総甜要のパランスは大体，

おそくとも 1970/71 年頃ー~第 4 次 5 カ年計画終了年次

において，約9000万トン以上（豆類を含めると約 1億 1ヽ

ン余）の水準で述成しうる可能性があると思われる。そ

の分析内容については樅を改めて論ずること（こするが，｀

この栄近水準は，もし畜迩物の 1人当たり供給可能益に

大きな変化がないとすれば，現在の 1人 1日当たり約

1800~1900カロリーから約2100~2200カロリーに上昇す

るであるうが，しかしこの水糾川もカロリー水郡とともに，

勅植物蛋白質比率， ビクミン，アミノ酸，鉱物質などの

質的内容を分析するとまだ栄i印の必要条件を十分満たす

ことはむずかしいのではなかるうか。したがって今後，

インド品業の発展に対する期待と農梁発展への戦略的政

策のペースとなるべき経済予測技術の向上はますます阻

大ウエイトをもってくるである。そしてわれわれはイン

ドの政策担当者の決慈が少しでも早く望ましい方向に実

視されていくことを祈ってやまない。

本稿をとじるにあたり，今回のFAO均判家会議にOO

辿して， i獣身（ト）なご協力とご指避をいただいFAOおよ

ひマンド関係機関の方々， ECAFEの喜多村博士， E

CAFE/FAOの山下参事官，経済企画庁の吉植所長，

インドおよびタイの在外公館の方々，旭硝子の康島支店

J乏，高山部長，三井物迩の半仕l支店長代理，浅香駐在所

長，およびアジア経済研究所の方々，その他多くの協力

者に謹んで心からの謝、立を表明するしだいである。

（アジア経祈研究所・艮期成必濶在室）
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